
P余熱除去
ポンプ

余熱除去クーラ
(A・Bの２台)

美浜発電所１号機のＢ余熱除去クーラ下部からのほう酸析出について

余熱除去クーラの水の流れイメージ

補機冷却水
（放射性物質を含まず）

１次冷却水の流れ
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系統概略図
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Ｂ余熱除去クーラ

１次冷却水（約４２℃）

ほう酸析出跡

床面水たまり跡
約５ｃｍ

約５ｃｍ

約２０ｃｍ

約２０ｃｍ

・余熱除去クーラ仕様
　直径：約１．１ｍ
　高さ：約４．７ｍ
　最高使用圧力：（胴側）約1MPa
  　                　 （管側）約４MPa
　最高使用温度：（胴側）約93℃
  　                   （管側）約204℃
・伝熱管仕様
　本数：４７０本
　材質：ステンレス製(SUS27TB)

ほう酸跡発見箇所

余熱除去ポンプより

保温材

約１５ｃｍ

フランジすき間にほう酸の析出
および水のにじみ(漏えい箇所)

保温材取り外し
後
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水室側パッキン
（当該パッキン）

1次冷却水

原子炉容器

ク－ラ伝熱管

管板

フランジボルト

管板
１次冷却水（約４２℃）

約１５ｃｍ

パッキン仕様
外径：約1.2m
幅    ：約30mm
厚み：約4.5mm
材質：ステンレス鋼
　　　　黒鉛

補助建屋

胴側パッキン

胴側フランジ



現在の運用

今後の運用

設計厚さ:4.5mm

0.8～1.2mmの
圧縮

管板部

水室側フランジ

除々にフランジボルトを締め付ける
（パッキンの圧縮量0.8～1.2mm）

パッキン

胴側フランジ

隙間測定

　圧縮量：0.8～1.2mmに相当する
隙間になれば締め付け完了*

管板部

水室側フランジ

パッキン

胴側フランジ

除々にフランジボルト
を締め付ける

　締め付けトルク970N・m
を目標に締め付ける。

パッキン
－パッキン圧縮量(つぶれ量)にて管理－

フランジ
ボルト

シール面

1,156mm

1,191mm

1,217mm

ボルト
締め付け

シール面

－締め付けトルクにて管理－

フランジ
ボルト

シール面

*ヒートアップ時に必要により増し締めを行なう

3mm


